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第７回開校準備部会においては、これまでの部会での調査審議事項をまとめた意見書の内容について議論し、審

議結果を「意見書」としてまとめました。 
 

 

 

 

 

 
 

◇ 市場小学校第二方面校新設に関する答申（意見書）の提出 

「意見書」については、平成 29 年２月 22 日（水）に実施された横浜市学校規模適正化等検討委員会に提出され、

審議の結果、意見書の内容のとおり横浜市教育委員会に答申することが決定し、２月 23 日（木）に、市場小学

校第二方面校開校準備部会の佐藤部会長から岡田教育長に答申が提出されました。 

 （※意見書の内容や検討の経緯は次ページ以降をご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

◇ 市場小学校第二方面校開校に伴う通学安全に関する要望書の提出 

「通学安全に関する要望書」については、鶴見区役所や鶴見警察署に提出されました。 

（※要望書の内容や検討の経緯は、開校準備部会ニュース第６号をご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年２月 23 日（木）  
教育委員会事務局 教育長室 
 
佐藤部会長から岡田教育長に答申が提出さ
れました。 
 
佐藤部会長から、 
「地域で検討を重ねてまとまりましたの
で、よろしくお願いします。」と報告があり
ました。 
 
岡田教育長からは、 
「ありがとうございます。皆さまにご議論
いただいたことをもとに、しっかりと進め
ていきます。」との言葉がありました。 

～ 第７回開校準備部会 ～ 
日時：平成 29 年１月 26 日（木）19 時から 

会場：市場小学校 図工室 

平成 29 年２月 23 日（木） 鶴見区役所 区長室 
 
佐藤部会長から征矢鶴見区長に要望書が提出されまし
た。 
 
佐藤部会長から、 
「児童が安全に通学できるよう地域も協力してがんば
っていきます。」と報告がありました。 
 
征矢鶴見区長からは、 
「色々な意見があったと思いますが、まとめていただ
きありがとうございました。引き続きご協力よろしく
お願いします。」との言葉がありました。 

◆ 第７回開校準備部会での決定事項など ◆ 

○部会の審議結果をまとめた意見書が確定し、横浜市学校規模適正化等検討委員会へ提出することを確認

しました。 

○今回をもって、部会での調査審議事項がすべて終了し、昨年１月以降７回にわたって開催してきた開校

準備部会は終了となりました。 

征矢鶴見区長（左）と 佐藤部会長（右） 



 

◇ 第７回開校準備部会 

１ 意見書について 

第７回開校準備部会では、これまでの審議結果を受けて、横浜市学校規模適正化等検討委員会へ提出する意見

書の原案が提示され、審議の結果、「市場小学校第二方面校新設に関する意見書」としてまとめ、学校規模適正

化等検討委員会へ提出することを確認しました。 

 

 平成 29 年２月 22 日  

横浜市学校規模適正化等検討委員会 

市場小学校第二方面校開校準備部会  

 

市場小学校第二方面校新設に関する意見書 

 

 当開校準備部会は、横浜市学校規模適正化等検討委員会条例に基づき、市場小学校第二方面校（仮称、以下同じ）

の平成 32 年４月の開校に向け、次の事項を調査審議するため、平成 27 年 11 月 13 日、横浜市学校規模適正化等検

討委員会に設置され、平成 28 年１月 28 日に第１回部会を開催しました。 

 以降、７回にわたり市場小学校第二方面校に関わる諸課題を調査審議し、これを取りまとめましたので、次によ

り意見を申し述べます。 

 

１ 調査審議事項 

（１）市場小学校第二方面校の「通学区域」に関すること。 

（２）市場小学校第二方面校の「学校名」に関すること。 

（３）市場小学校第二方面校の「通学安全の確保」に関すること。 

（４）その他教育委員会が必要と認める事項。 

 

２ 市場小学校第二方面校の整備目的及び位置づけ 

  市場小学校第二方面校の整備目的は、市場小学校の児童急増対策による教育環境の改善にあります。 

  市場小学校は、通学区域内において児童数が急速に増加しており、平成 32 年度には児童を受け入れられなく

なります。その当面の対応として、下水道事業用地である元宮ポンプ所敷地の一部を占用し、平成 32 年度開校

の原則 10 年間の暫定小学校を整備します。 

  市場小学校第二方面校については、暫定的な学校であることや、市場地区は、市場小学校と密接に連携しなが

ら、地域が一体となって子どもの育成を担うことにより地域力の促進も図ってきた長い歴史があることを踏まえ、

通学区域により分離して新設する「通学区域案」と、学年により分離し、市場小学校の分校とする「分校案」に

ついて、様々な観点から検討を行った結果、市場小学校の５・６年生が通う市場小学校の分校とする案を当開校

準備部会の意見とします。 

 

３ 関係地域の通学区域 

（１）第二方面校所在地周辺 

   第二方面校の整備にあわせて、平成 32 年度より以前に、市場小学校・市場中学校に通学区域の変更を行う

案を当開校準備部会の意見とします。 

 

（２）ナイスクオリティス横濱鶴見 

   市場地区とのつながりを考え、第二方面校の整備にあわせて、平成 32 年度の新１年生からを対象に、鶴見

小学校と市場小学校の特別調整通学区域を設定する案を当開校準備部会の意見とします。 

 



 
 

＜通学区域案＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 分校名案 

  分校名案を市場小学校児童から募集し、その結果を参考に検討した結果、市場小学校第二方面校の分校名案は

次のとおりとします。 

案 「市場小学校けやき分校」 

 

５ 通学安全の確保 

  通学安全の確保については、第６回開校準備部会で確認した「市場小学校第二方面校開校に伴う通学安全に関

する要望書」を別途、市場小学校第二方面校開校準備部会から直接関係機関へ提出します。 

 

 

２ 開校準備部会での主な質問や発言        （凡例 ☆：各委員からの発言 ⇒：事務局より説明） 

 

☆：「けやき分校」という名前に関しては、大人も子どももとても微笑ましく受け止めてくれている。 
 

☆：通学安全に関することについては、前回の部会で出ていた案で決定ということか。あれ以上、もう少し保護者

が安心できるような方向になる可能性はまだあるのか。 

☆：「意見書案」の「５ 通学安全の確保」の項目のところで、「通学安全の確保については、別途、市場小学校第

二方面校開校準備部会から直接関係機関へ要望書を提出します。」とあるが、どういう要望書を提出するのか。

この表現では関係部署に提出する文書は今からつくるというように読める。もう終わっているというのであれ

ば、そういったことをこの意見書に付け加えて、この後に要望書が付いてあればわかる。 

☆：意見書のあとに要望書を付けたほうが、より具体的になりいいのではないかと思う。 

⇒：前回の部会の中で、「市場小学校第二方面校開校に伴う通学安全に関する要望書」ということで文書の案につ

いて議論いただき、部会の意見としてこの要望書案を採用するということになった。基本的には前回の資料の

要望書案のとおり、その文書をそのまま提出すると考えている。 
⇒：意見書裏面の「５ 通学安全の確保」の部分について、「通学安全の確保については、第６回開校準備部会で

確認した「市場小学校第二方面校開校に伴う通学安全に関する要望書」を別途、市場小学校第二方面校開校準

備部会から直接関係機関へ提出します。」と修正し、要望書を参考というかたちで後ろに付け、意見書として

まとめるということでよろしいでしょうか。 
☆：一同了承 

（次ページに続く） 

 

 

市場小学校  

（凡例） 

  ：現市場小通学区域線 

斜線部分：第二方面校所在地周辺 

（現在の学区）下末吉小・末吉中 

（今後の学区）市場小・市場中 

格子部分：ナイスクオリティス横濱鶴見 

 （現在の学区） 

鶴見小 

  鶴見中・市場中の特別調整通学区域 

 （今後の学区） 

  鶴見小・市場小の特別調整通学区域 

  鶴見中・市場中の特別調整通学区域 

第二方面校 



 

☆：今のところは想定通学路のコースが一番安全かと思っている。これから先まだ３年間あるので、どういうこと

になるかはわからないが、今のところではこうするしかないと思う。 

☆：今回のかたちで考えた要望書を出すが、これからの３年の間にもっとよくしていこうという要望は出し続けた

い。今も見守り活動をやっていただいたりしているが、やはり危ないということでその認識が高ければ、その

見守りをどうしていこうかというのは、学校としても地域としても保護者としても考えていかないと、もう要

望を出したからこれを通してほしいというだけではいかないと思っている。 

☆：通学路の話は、とりあえずは前回部会で決めた想定通学路をまず通るということで決めておいてもらって、あ

とは跨線橋や地下道をどうするかは地域として別の話としてまたやればいいと思う。 

⇒：現時点と実際に開校するまで、あるいは開校してからの状況の変化については、その都度要望し続けていく

ことが重要だと考えている。その中で教育委員会としてもできる部分、動ける部分については対応をしたい

と考えているので、引き続きご意見をお寄せいただければと思う。 
 
 
３ 開校準備部会に寄せられた主な意見 

（１）通学路について、地下道を使わず踏切方面から迂回するとして、踏切方面に向かう道路も道が狭く交通量が

多いので危険ではないのか。 

（２）想定通学路上には他にも危険なところがあるのではないか。 

 

◇ 学校名・通学区域決定までの今後の流れ 

 
横浜市学校規模適正化等検討委員会へ意見書を提出 

 

 

 

教育委員会へ答申 

 
 
 

市会へ議案上程（学校条例改正） 
 
 
 

学校名は、市会の議決をもって決定 

通学区域は、教育委員会の承認をもって決定 

◆事務局からのお知らせ 

 今回の部会をもって、「市場小学校第二方面校開校準備部会」は終了しました。 

 これまでご協力いただきました地域・保護者の皆様にお礼申し上げます。 

 

◆市場小学校第二方面校開校準備部会の経過等について 

部会の会議案内や会議録、ニュースについては、ホームページからもご覧になれます。 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/gakku/kadaikibo/ichibadai2.html 

※横浜市教育委員会ホームページのトップページ上「トピックス」からも、 

上記ＵＲＬのページに入ることができます。 

 

◆事務局（お問い合わせ先） 

広く皆さまからのご意見やご質問を受け付けております。ＥメールまたはＦＡＸにてお願いいたします。 

 横浜市教育委員会事務局学校計画課 

 Ｅメール：ky-ichibadai2@city.yokohama.jp 

Ｆ Ａ Ｘ：０４５－６５１－１４１７    Ｔ Ｅ Ｌ：０４５－６７１－３２５２ 

審議 

審議 

審議 


